
！
あなたと家族の健康を守るために 必ず提出してください

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
エ
コ
ー
ル
み
よ
た
」に
開
設
し
て
い
る
心

理
相
談
室
と
北
小
学
校
・
南
小
学
校
の
相
談

室
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

心
理
相
談
室
は
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で

き
ま
す
。
ご
自
身
の
心
の
中
に
少
し
で
も
笑

顔
が
だ
せ
る
よ
う
に
、
心
の
悩
み
を
や
わ
ら

げ
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
来
室
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
相
談

も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

今
月
一
月
号「
や
ま
ゆ
り
」か
ら『
こ
こ
ろ

の
や
す
ら
ぎ
』と
題
し
、
隔
月
で
掲
載
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
１８
年
は
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
ど
ん
な

年
で
し
た
か
？
良
い
一
年
だ
っ
た
り
、
大
変

な
一
年
だ
っ
た
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
新
年
の
目
標
や
夢
を
か
か
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？
思
わ
ず
ワ
ク
ワ
ク
！

夢
と
は「
将
来
実
現
し
た
い
願
い
。
理
想
」、

叶
う
と
は「
望
み
ど
お
り
に
な
る
。
思
う
よ

う
に
な
る
」と
辞
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

な
る
ほ
ど
…

自
分
の
願
い
を
込
め
て
、
自
分
の
心
と
向

き
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
切
な
人
や
家

族
、
お
友
だ
ち
と
お
互
い
の「
夢
」「
目
標
」を

語
り
合
え
る
、
そ
ん
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

児
童
と
話
し
を
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
な

り
に
自
分
の
思
い
、
考
え
を
伝
え
て
き
ま
す
。

年
齢
は
関
係
な
く
相
手
の
考
え
や
思
い
を
聴

き
、
相
手
を
尊
重
出
来
る
こ
と
、
自
分
の
考

え
や
思
い
を
話
せ
て
、
認
め
て
も
ら
え
る
こ

と
、
こ
の
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

認
め
て
も
ら
え
る
と
安
心
で
き
ま
す
。
安

心
で
き
る
と
相
手
の
こ
と
に
対
し
て
も
優
し

く
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。
そ
し
て
、

負
の
心
は
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
…
。
家
庭
、
学
校
、
職
場
な
ど
で
、
相

手
の
思
い
を
聴
け
る
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
心

が
身
に
つ
け
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

次
回
も

「
心
」に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
理
相
談
室

�
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1月に保健センターから「平成19年度 各種集団検（健）診申込書」をお配りします。

今回は、平成20年度からの医療制度改正に対処するため、みなさんの加入している健康保険の

種類等をご記入いただく「基本健康診査等受診調査票」が右側にあります。大切な調査です。必ず

期限までに、保健補導員か保健センターに提出ください。 【問い合わせ先：保健センター（32）2554】

各種集団健（検）診申込書

検
診
の
内
容
は
申
込
書

裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

町で行っている各種集団検（健）診の申込書です。
受診を希望する項目に○印をしてください。
該当年齢に達していない人の氏名は記載してありません。
該当者の記載漏れがある場合には、氏名欄に氏名と生年月日を記入してください。

自分の健康を病気から守るために、検診は欠かせません。基本健康診査は、自分の体の様子を知り、
生活習慣と合わせて健康的かどうかを見直すことが第一の目的です。
最近よくメタボリックシンドロームって耳にしませんか？太りすぎ、中性脂肪が高め、血圧が高め、
血糖値が高めと一つひとつをとると医者にかかるほどではなく、自覚症状もないのですが、放って
おくと動脈硬化から心臓病・脳卒中へつながり、命にかかわる事もあります。これを予防するため
にも１年に１度は健診を受け、健康で生活できるように生活習慣も見直しましょう。

心
理
相
談
員

浅
川
佳
子

独りで悩まないで、相談しよう
平成18年は、子どもたちの安全を脅かす事件

が多発し、後半には全国各地で毎日のように「い

じめ」による自殺という痛ましい出来事が起き、

学校・教育委員会の責任が問われました。失わ

れた児童生徒・保護者との信頼関係の修復には、

よほどの努力が必要だと思われます。

学校では、「いじめ」に対して常に心を配り、素

早い対応をしておりますが、「いじめ」はいつ起

きるとも限りません。どの子にも「居場所・生き

がい・存在感」の持てる学級・学校づくりをする

事が「いじめ」のない楽しい学校になると思いま

す。「いじめ」の発見は、先生方の感性によると

ころが大きいわけですが、日頃から複数の先生

が子どもを見つめ、変化を見逃さないようにし

ています。また、日記や生活記録を通して、子

どもたちの声を聞いたり、教科・道徳・特別活動

などのグループ学習で、人間関係を把握する努

力もしております。

次に、いじめが発見されたときの対応ですが、

担任一人で解決するのではなく、学年会や職員

会などで周知をし、全職員が組織で対応し、解

決に向けて努力しております。

教育委員会では、学校生活の様々な問題で心を

病む児童生徒に対し、町独自で先生をお願いし

て、きめ細かな指導もしております。

中学校では、不登校気味の生徒には家庭訪問を

し、学校との関係を切らないようにしています。

また、登校しても学級に入れない生徒には「ラ

イフルーム・中間教室」を設置して生徒のケアを

しています。学級不適応の生徒には、心の教室

相談員の先生が指導に当っています。

小学校には、町の心理相談員が午前中勤務をし、

児童の心のケアを行っています。また、一人の

児童を複数の先生でケアできる指導態勢を組み、

子どもたちが悩んだり困っている時は、いつで

も相談できるようにしています。

独りで悩まないで相談しましょう。

信毎の記事で「困ったとき誰に相談する？」とい

う問いに、男女とも一番はお母さん、二番はお

父さんと友だちというアンケート結果が載って

いました。どんなに忙しくても、何でも話せる

一家団らんの場があるといいなあと思います。

基本健康診査等受診調査表

検
診
や
保
健
指
導
の

計
画
を
た
て
ま
す

基本健康診査は、今まで希望者が受けてい

ましたが、医療制度が変わり、平成２０年度

から、加入している健康保険団体の責任で、

みんなが受けることを義務付けられます。

この改正にともなって、健康保険ごとに対

象者を明確にし、健診や保健指導の計画を

立てます。

そこで、みなさんが［どの保険に入ってい

るか］、［被保険者か、扶養者か］、［基本健

診を今まで受けていたのか］という調査が

必要となりました。

御
代
田
町
教
育
長

櫻
井
雄
一
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